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医療法人あかね会 阿品土谷病院看護部 

5555 月月月月ホテルセンチュリーホテルセンチュリーホテルセンチュリーホテルセンチュリー21212121 広島広島広島広島にてにてにてにて    

『『『『透析医療透析医療透析医療透析医療のののの教訓教訓教訓教訓』』』』    

～～～～東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災にににに学学学学びびびび備備備備えるえるえるえる～～～～    

今年今年今年今年もももも新新新新たなたなたなたな仲間仲間仲間仲間がががが増増増増えましたえましたえましたえました！！！！！！！！    

 このこのこのこの春春春春からからからから 1111 名名名名のののの臨床工学技士臨床工学技士臨床工学技士臨床工学技士がががが新新新新たたたたにににに入職入職入職入職されましたされましたされましたされました。。。。プリセプタープリセプタープリセプタープリセプターととととサポーターサポーターサポーターサポーターをををを中心中心中心中心にににに透透透透

析析析析スタッフスタッフスタッフスタッフからのからのからのからの指導指導指導指導をををを受受受受けながらけながらけながらけながら、、、、患者様患者様患者様患者様によりによりによりにより良良良良いいいい透析透析透析透析をををを提供提供提供提供できるようにできるようにできるようにできるように日日日日々々々々努力努力努力努力していましていましていましていま

すすすす。。。。これからのこれからのこれからのこれからの成長成長成長成長がががが楽楽楽楽しみですねしみですねしみですねしみですね！！！！！！！！    

新入職者紹介新入職者紹介新入職者紹介新入職者紹介    

研修研修研修研修にににに参加参加参加参加してしてしてして    

新入職者新入職者新入職者新入職者からのからのからのからの一言一言一言一言    

今今今今はまだはまだはまだはまだ行動行動行動行動もももも遅遅遅遅くくくく先輩先輩先輩先輩スタッフスタッフスタッフスタッフのよのよのよのよ

うになれるかうになれるかうになれるかうになれるか不安不安不安不安でででで自分自身自分自身自分自身自分自身にににに納得納得納得納得

がいかないこともありますががいかないこともありますががいかないこともありますががいかないこともありますが、、、、少少少少しでしでしでしで

もももも早早早早くくくく追追追追いつけるようにいつけるようにいつけるようにいつけるように全力全力全力全力でででで努力努力努力努力しししし

ていきますていきますていきますていきます。。。。    

 

  先輩先輩先輩先輩スタッフスタッフスタッフスタッフかかかからのらのらのらの一言一言一言一言    
入職入職入職入職してしてしてして 3333 ヶヶヶヶ月目月目月目月目にににに入入入入りりりり、、、、少少少少しずつしずつしずつしずつ積積積積

極性極性極性極性もももも増増増増してしてしてして患者様患者様患者様患者様とのとのとのとのコミュニケコミュニケコミュニケコミュニケ

ーションーションーションーション能力能力能力能力もももも身身身身についてきたとについてきたとについてきたとについてきたと思思思思

いますいますいますいます。。。。技術面技術面技術面技術面もももも含含含含めめめめ今後今後今後今後のののの更更更更なるなるなるなる

成長成長成長成長をををを期待期待期待期待していますしていますしていますしています。。。。    

 

5555 月月月月にににに行行行行われたわれたわれたわれた第第第第 16161616 回透析看護研究回透析看護研究回透析看護研究回透析看護研究会会会会ではではではでは、、、、実際実際実際実際にににに

東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災でででで被災被災被災被災したしたしたした病院病院病院病院からからからから、、、、災害時災害時災害時災害時のののの注意点注意点注意点注意点とととと対対対対

応応応応についてについてについてについて多多多多くくくく学学学学ぶことができましたぶことができましたぶことができましたぶことができました。。。。当院当院当院当院のののの透析室透析室透析室透析室でもでもでもでも

地震地震地震地震などのなどのなどのなどの災害災害災害災害にににに対対対対しししし、、、、ここでのここでのここでのここでの教訓教訓教訓教訓をををを参考参考参考参考にににに安全対策安全対策安全対策安全対策

にににに生生生生かしてかしてかしてかして行行行行こうとこうとこうとこうと思思思思いますいますいますいます。。。。    
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